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緒言

　日本では線維筋痛症（fibromyalgia: FM）という病名は一般の人にはほとんど知

られていない[1]。一方、北米は最もFMが社会に普及している地域の一つである。

カナダ国民においてFMの病名を知っている人の割合を調べた。

 
対象と方法

　第13回国際疼痛学会学術集会が2010年8月29日から9月2日までの５日間カナダの

ケベック州モントリオールにおいて開催された。その会場の係員25人と某大学内

の書店店員３人の合計２8人にFMという病気の名前を知っていますかと英語（「フ
ァイブロマイアルジア」または「フィブロミアルジア」）で尋ねた。ケベック州は

フランス語圏であるが筆者はフランス語を全く話せないこと、および会場の係員と

某大学内の書店店員は英語を話したため英語でインタビューを行った。

 
結果

　女性14人中11人（78.6%）、男性14人中４人（28.6%）合計28人中15人

（62.5%）がFMという病名を知っていると答えた。FMという病名を知ってい



る15人にFMを知っている理由を尋ねると、テレビでFMを知った5人、友人や知人

がFMに罹患3人、女兄弟またはおばがFMに罹患3人、カナダでは多くの人が罹患し

ており常識3人、地下鉄の広告1人であった。

 
考察

　日本とカナダのFMの有病率に差があるのかどうかという問題がある。カナダの

一地域では男女を平均すると3.3%の有病率であるという報告がある[2]。アーミ

ッシュ地域では7.2%、都市部では3.8%、地方では1.2%であるというカナダの報告

もある[3]。日本では調査人数は不明であるが二つの地域の有病率は1.7%という報

告がある[4]。また、医療機関の敷地内で就労する女性の2.0%、男性の0.5%がFMと

いう日本からの報告もある[5]。

　FMの有病率に人種差があるのかどうかという問題もある。各国の有病率には大
きな差がある。しかし、その差が人種の違いによる差であるのか、疼痛の定義や調

査方法の差であるのかは不明である。同一の験者が同一の調査方法で同一の国で異

人種の有病率を調査した報告が三つある[6-7]。白人の有病率は2.26%で非白人の有

病率は2.65%であるというブラジルの報告[6]とコーカサス人（白人）の有病率

は0.6%でトルコ人の有病率は0.7%であるというイランの報告[8]では人種差がなか

った。しかし、インド系住民の有病率は2.58%、マレー系住民の有病率は1.19%、

中国系住民の有病率は0.33%であるというマレーシアの報告[7]では大きな人種差
があった。

　同一の験者が同一の調査方法で同一の国で異人種の有病率を調査した三つの報告

とカナダと日本における有病率の報告から、カナダにおけるFMの有病率は日本に
おける有病率の２倍程度という可能性はあるが大差はないと考えている。しかし、

社会における認知度には大きな隔たりがある。

　会場の係員は今回の学術集会からFMを知った可能性はあるが、FMを知っている
理由から考えるとその可能性はほとんどないと思われる。もちろん今回の対象者が

一般的なカナダ国民を代表していない可能性はある。しかし、偏りがある集団であ

るとしても、６割以上の国民が少なくともFMという病名を知っていることは驚愕

すべきことである。一般的な日本人がFMという病名を知っている割合は報告され
ていないが、それより遙かに少ないことは確実である。

　カナダでは地域の人々の約1.1%が医療機関においてすでにFMと診断されている



という報告がある[9]。それにより一般のカナダ国民がFMを知る機会が増える。そ

れにより医師がFMという疾患の存在を受け入れ、FMと診断される患者さんが増
える。このような良循環がカナダでは起きていると推測している。日本ではこれと

逆の悪循環が起きていると推測している。

　日本でもFMの医学論文や書籍、マスメディアの報道によりほとんどの医師は一

度はFMという病名を一度は見聞きしていると私は推測している。しかし、FMとい

う病名を受け入れてFMの診断、治療を行う医師はごく少数である。

　日本においても徐々にではあるが、医学書や一般書[1]の出版、マスメディアで

の紹介、インターネット上でのホームページやブログなどによりFMが医師や一般

の国民に普及している。一般人口の６割以上の人が少なくともFMという病名を知
っている国が存在することを知っていただきたい。日本がカナダに追いつく日が来

ることを切に願っている。

 
結語

　第13回国際疼痛学会学術集会の会場係員25人と某大学内の書店店員3人の合

計28人にFMという病気の名前を知っていますかと英語で尋ねた。女性14人中11人

（78.6%）、男性14人中4人（28.6%）合計28人中15人（62.5%）がFMという病名
を知っていると答えた。
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